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-Relationship between play and cognitive function -from a viewpoint of 































日時 : 2008/07/14 16:0'"'-' 
場所 :理学研究科2号館315号室
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給餌前… 実験開始の 60'"'-'10分ほど前のうちの 15分間

































































いる (Visalberghi，1990) 0 こうした傾向は、遊びの動機づけになると思われる。また、















変産アクリル製の実験ボ、ックス(W46cm x D46cm x H52cm)の下に、遊び場ボックス
(W50cm x D50cm x H20cm)を設置した(図 2)。遊び場には、敷材(木製チップ)を敷き
詰め(深さ 8cm)、その上に、操作対象となる物体を5種類(①木製の三角錐のブロック，②
PVCリング，③キーホルダー，④木製の棒，⑤プラスチック製のバネ;図3)と、餌(ピー





















































6 5 10 物体操作


























れており (Jenkins & Astington， 1996)，年上のきょうだいは、年下のきょうだいを、




































として、比較認知科学的観点から注目され始めている O 例えばおkimoto& 
o kanoya (2004)は、デグーが、自発的にケージ内の物体を操作することを発見した。彼
らは食物皿、おもちゃのボール、砂浴び皿を用いて、大きいものから順に重ねていくと
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